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「建て前（上棟式）」
令和４年６月２６日、蒲野沢地区で「建て前（上

じょうとうしき

棟式）」が行われ

ました。柱を立て棟
むね

上
あ

げが済んだ家の建
たてぬし

主が、大工さんへの感謝の気持ちと工事の安全を願って行われる建

築儀式です。屋根の上に、御
お

神
み

酒
き

と鏡餅や尾
お か し ら

頭付
つ

きの魚などを供えた祭
さいだん

壇を設け、大きな弓と矢の飾りと吹き

流しも立てます。棟
とうりょう

梁たちが四方に塩をまき清めてから祈祷し、北に向かって拝み、御神酒を飲みます。その後、
建主や棟梁などが屋根の上から、集まった関係者の方々へ餅やお菓子とともに紅白の紐で結んだ五円玉も撒
きます。餅もお金も配る枚数の下二桁を三三枚にすると縁起が良いとされています。集まった皆さんは、楽し
そうに餅などを拾い集めていました。

昔はこのような儀式は普通に行われていましたが、最近はあまり見かけなくなりました。近年の建築工法では
棟上げの工程がないことや建主の準備が大変だという理由で少なくなっているようです。しかし集落に新たな家
が建てられることは、地域にとっても良い出来事です。建て前（上棟式）によって多くの人と喜びを分かち合い、
地域の交流がさらに深まる大切な行事だと思いました。

稔りふれあいロードの交差点についてお知らせします！稔りふれあいロードの交差点についてお知らせします！
稔りふれあいロードと、大利地区・目名地区を結ぶ村道の交差点において、一時停止の注意喚起を目的

とした路面標示（赤）を施工しました。交差点の近くではスピードをおとし、交通ルールの遵守にご協力

をよろしくお願いいたします。

路面標示を施工した村道大利目名線路面標示を施工した村道大利目名線


